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’⑥市民憲章
●水と緑と土のにおいがいっぱいの

住みよいあびこにします
●心と体をきたえ生き生きと働き

伸びゆくあびこにします
●老人を大切|こし子どもの夢を育て

幸せなあびこにします

●ふるさとを愛し文化を高め
豊かなあびこにします

●みんなで話しあいきまりを守り
明るいあびこ'こします
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》
手
賀
沼
公
園
を

＝二三

tt
公園岬

手賀沼公園のシンボルとして、公園の突

端に周囲が一望できる岬を作ります。

手
賀
沼
公
園
は
、
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
外
か

ら
も
多
く
の
釣
り
人
や
観
光
客
な
ど
が
訪
れ
る
市
を
代
表
す
る
公
園

で
す
。
老
朽
化
し
た
施
設
を
改
善
し
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ア
ビ

ス
タ
」
も
含
め
た
公
園
と
し
て
の
一
体
感
を
生
み
出
す
た
め
、
市
で

は
今
年
か
ら
再
整
備
を
行
い
ま
す
。
沼
の
水
に
直
接
ふ
れ
ら
れ
る
岸

辺
を
は
じ
め
、
市
民
花
壇
や
園
路
の
整
備
な
ど
、
四
季
を
通
じ
て
よ

り
親
し
ま
れ
る
公
園
に
し
て
い
き
ま
す
。

g手一一函“‐一一℃

ふれあい岸辺のイメージ図
g手一一函“‐一一℃

ふれあい岸辺のイメージ図
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シ原
一池と緑の丘

市民ブー ﾙの蹴伽に､乳幼児が

安心して水と遊べる池と､子ども

が楽しめる緑の丘を作ります。

Iヨ

市
民
花
壇

…_鑑泣忠、

あずまや

●

文化人をしのぶ園路

沼沿いの遊歩道まで続く

園路で､ゆかりの文化人を

しのびながら散策できます。
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再
整
備
は
二
期
に
分
け
実
施

第
一
期
エ
事
は
今
津
度
着
手

再
整
備
の
主
な
内
容
は
、
左
図
の

と
お
り
で
す
。

手
賀
沼
公
園
の
再
整
備
は
、
第
一

期
と
第
二
期
に
分
け
て
工
事
を
進
め

ま
す
。

第
一
期
は
今
年
度
と
来
年
度
の
２
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力
年
で
、
今
年
度
は
ふ
れ
あ
い
岸
辺
、

文
化
人
を
し
の
ぶ
園
路
、
市
民
花
壇

の
設
置
と
、
公
園
岬
と
そ
の
周
辺
の

造
成
を
行
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
池
と
緑
の
丘
の
設
置

と
、
公
園
岬
と
そ
の
周
辺
の
園
路
の

設
置
や
緑
化
な
ど
の
工
事
を
行
い
ま

す
。

第
二
期
は
、
西
駐
車
場
の
整
備
な

ど
で
、
平
成
”
年
度
以
降
に
工
事
を

行
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
整
備
は
、
自
然

の
土
を
ベ
ー
ス
に
し
た
自
然
士
舗
装
、

伐
採
し
た
樹
木
を
チ
ッ
プ
に
し
て
敷

き
詰
め
た
木
チ
ッ
プ
舗
装
、
芝
目
地

の
レ
ン
ガ
や
自
然
石
の
舗
装
、
張
り

芝
や
マ
コ
モ
、
コ
ガ
マ
な
ど
の
水
草

の
植
え
付
け
な
ど
、
手
賀
沼
の
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
素
材
を
使
っ
て
進

め
て
い
き
ま
す
。

画
公
園
緑
地
課
・
内
線
２
８
７

市
民
プ
ー
ル
は
、
築
犯
年
が
経
過

し
、
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、

手
賀
沼
公
園
の
再
整
備
に
合
わ
せ
、

来
年
夏
の
利
用
を
最
後
に
取
り
壊
す

市
民
ブ
ー
ル
に
替
え
５
校
の

小
学
校
プ
ー
ル
を
開
放

整
備

手賀沼遊歩道も’
再 整備

市では今年度と来年度の2カ年で､｜

手賀沼遊歩道に3カ所あるﾄｲﾚの水洗｜化と樹木の權箭を行います。

と謬蕊礁職鴨｜
木が消失した場所に､手賀沼の自然環境｜

に合うヤナギ､ハンノキなどを植栽しま，
す。

また、手賀沼を一周できる遊歩道をめ’

ざし､県や近隣市町などの関屑機関と協

議を進めていきます。

園公園緑地課‘内線287

予
定
で
す
。

そ
の
代
替
と
し
て
今
年
度
か
ら
３

年
計
画
で
、
市
内
５
つ
の
小
学
校
プ

ー
ル
を
順
次
、
無
料
で
市
民
プ
ー
ル

同
様
に
開
放
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
布
佐
南
小
学
校
の
プ

ー
ル
を
修
繕
し
て
開
放
し
、
２
４
０

~、／

「黒田長久の世界」
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10月5日～7日市民プラザで
▲約50点が展示される｢鳥の歌図鑑」

５
人
の
方
が
利
用
し
ま
し
た
。

巧
年
度
は
湖
北
台
西
小
学
校
と
根

戸
小
学
校
、
妬
年
度
は
、
我
孫
子
第

一
小
学
校
と
湖
北
小
学
校
を
市
民
の

皆
ざ
ん
に
開
放
す
る
予
定
で
す
。

画
教
育
委
員
会
体
育
課
云
７
１
８

７
１
７
５
５
５

ノ

ｎ
月
胴
・
”
日
に
開
催
き
れ
る

ジ
ヤ
パ
ン
バ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
Ｊ
Ｂ
Ｆ
）
２
０
０
２
の
プ
レ

や
ま
し
な

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
前
山
階
鳥
類

研
究
所
所
長
の
黒
田
長
久
さ
ん
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
開
催
し
ま
す
。

手
賀
沼
や
里
山
な
ど
の
鳥
を
描

き
、
詩
と
曲
を
付
け
た
自
作
の

「
鳥
の
歌
図
鑑
」
や
、
外
国
で
集

め
た
鳥
製
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

、
月
６
日
に
は
、
黒
田
さ
ん
の

ミ
ニ
識
演
会
も
行
い
ま
す
。

◎
展
示
会
（
入
場
無
料
）

日
時
、
月
５
日
（
士
）
か
ら
７
日

（
月
）
午
前
、
時
か
ら
午
後
５
時

展
示
作
品
烏
の
歌
図
鑑
、
鳥
の

置
物
・
プ
レ
ー
ト

◎
ミ
ー
ー
講
演
会
（
参
加
無
料
）

日
時
、
月
６
日
（
且
午
後
２
時

か
ら
３
時
（
申
し
込
み
不
要
）

※
終
了
後
に
黒
田
さ
ん
に
よ
る
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
姉
宅

場
所
い
ず
れ
も
市
民
プ
ラ
ザ

固
企
画
調
整
担
当
内
Ｊ
Ｂ
Ｆ
実

一

行
委
員
会
事
務
局
・
内
線
２
１
２

工事にご協力を １
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１
陛
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●
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崎
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10月2旧(月)から来年3月末まで、

現在の多目的広場から南側とアビスタ駐

車易の東側は､工事のため閉鎖します。

また、アビスタ側から手賀沼遊歩道ま
う

では迂回路を設置します。’ ’

’

イク 社会の実現をめリ サ ル ざ して



(2)おび ↓
》第1078号 2002.101

▼表170歳以上の自己負担限度額（老人保健。国民健康保険） 老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
方
の

対
象
年
齢
が
、
加
歳
以
上
か
ら
乃
歳

以
上
奎
走
の
障
害
の
あ
る
方
は
函

歳
以
上
）
に
変
わ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
畔
年
９
月
知
日
ま

で
に
扣
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
す
で

に
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
て
い
る

老
人
保
健
の
対
象
年
齢
や
、
一
．
部

負
担
金
、
自
己
負
担
限
度
額
な
ど
が

変
わ
り
ま
す
。

＊
対
象
が
和
歳
以
上
か
ら
石
歳

以
上
に
引
上
げ

老
人
俣
健
が
変
わ
る
と
こ
ろ
Ｉ

c野鍵③甑
一

｢~實 副入院および世帯ごとの限度額担区分
外来|梱にと）

72,300円十医療費が361,500円
を超えた場合は、その超えた

一定以上の所得が
ある方（注1）

分の1％を加算
過去12カ月に4回以上高額
医療費の支給があった場合、
4回目以降は40,200円

40,200円

24,600円

15,000円

40,200円

一般 12,000円 方
（
昭
和
７
年
９
月
知
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
）
は
、
お
歳
末
満
で
あ
っ

て
も
引
き
続
き
老
人
保
健
で
医
療
を

受
け
ま
す
。

※
昭
和
７
年
、
月
１
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
は
、
万
歳
に
な
る
ま
で
引
き

続
き
現
在
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

で
医
療
を
受
け
、
万
歳
に
な
っ
た
ら

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
ま
す
。

＊
所
得
に
応
じ
た
負
担
割
合
に

な
り
ま
す 扣

月
１
日
か
ら
老
人
保
健
と

国
民
健
康
保
険
が
変
わ
り
ま
す

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
費
用

割低所得部(注2）
量|低所得者I(注3)’
低
所
得
者

8,000円 I

’ 医
療
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

（注1）一定以上の所得のある方とは

世帯でみて、課税所得が124万円以上の老人医療受給対
象者（65歳以上で障害認定を受けている方も含みます）
または70歳以上の方がいる場合は、2割負担です。
ただし、次の収入に満たない場合は、申請をすると1割
負担になります。
70歳以上の方が1人いる世帯（前年の収入が450万円未満）
70歳以上の方が2人以上いる世帯（前年の収入が637万円未満）

(注2）低所得者Ⅱとは

世帯主と世帯全員が住民税非課税である方
例）単独世帯（年金収入のみ267万円以下）

(注3）低所得者Iとは

世帯主と世帯全員が住民税非課税で、その世帯の所得が
一定基準以下の世帯の方
例）単独世帯（年金収入のみ65万円以下）
例）夫婦2人世帯（年金収入のみ130万円以下）

『

（
負
担
割
合
）
が
、
外
来
・
入
院
と

も
に
、
か
か
っ
た
費
用
の
１
割
と
な

り
ま
す
。
（
一
定
以
上
の
所
得
の
あ

る
方
は
２
割
）

ま
た
、
老
人
訪
問
看
護
を
利
用
し

た
と
き
も
、
か
か
っ
た
識
用
の
１
割

に
な
り
ま
す
。
（
一
定
以
上
の
所
得

の
あ
る
方
は
２
割
）

※
外
来
の
月
額
上
限
制
お
よ
び
診
療

所
の
定
額
制
は
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
入
院
の
月
額
上
限
（
限
度

額
）
は
、
表
１
に
変
わ
り
ま
し
た
。

＊
自
己
負
担
限
度
額

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
識
用

は
、
一
部
負
担
金
の
割
合
に
応
じ
て’

低
所
得
者
の
方
が
入
院
し
た
場
合
、

減
額
認
定
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
す
る
と
、
入
院
時
の
一
部
負
担

金
限
度
額
と
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
ま

す
（
表
１
か
３
参
照
）
。

ま
た
、
低
所
得
の
方
が
、
特
定
の

医
療
機
関
で
寝
た
き
り
老
人
在
宅
総

支
払
い
ま
す
。
１
カ
月
の
一
部
負
担

金
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場

合
は
、
超
え
た
分
が
高
額
医
療
識
と

し
て
後
で
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

高
額
医
療
識
の
計
算
は
市
が
行
い
、

対
象
と
な
る
方
に
通
知
し
ま
す
。

＊
低
所
得
者
の
方
は
負
担
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す

▼表270歳未満の高額療養費の自己負担限度額（国民健康保険）
T

’ ’
上位所得者

(基礎年金控除後の所得が
670万門を超える世帯）

139,800円十（かかった医療費-
699,000円）×1％〈77,700円〉

_一二一一一一一一一一一一一一一一一一里A屯

一 般
｜

’
72,300円十（かかった医療費-
361,500円）×1％〈40,200円〉

’低所得者(住民税非課税）’35,400円〈24,600円＞※据え置き

〈＞内の数字は4回目以降

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
で
、
昭
和
７
年
、
月
１
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
は
、
万
歳
に
な
る
ま
で

は
引
き
続
き
国
民
健
康
保
険
で
医
療

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
沁
歳
以
上
に
な
る
と
、
一
部
負

担
金
は
１
割
二
定
以
上
所
得
の
あ

る
方
は
２
割
）
に
な
り
ま
す
。

、
月
１
日
以
降
に
沌
歳
に
な
っ
た

方
に
は
国
民
健
康
保
険
証
と
は
別
に
、

自
己
負
担
の
割
合
を
示
す
「
国
民
健

康
保
険
高
齢
者
受
給
者
証
」
を
郵
送

し
ま
す
。

昭
和
７
年
、
月
１
日
生
ま
れ
の
方

に
は
９
月
下
旬
に
、
昭
和
７
年
ｍ
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
に
は
、
扣

歳
の
誕
生
月
の
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

＊
右
歳
に
な
る
ま
で
国
民
健
康

保
険
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に

合
診
療
ま
た
は
在
宅
末
期
医
療
総
合

診
療
を
受
け
る
場
合
は
、
減
額
認
定

証
を
提
示
す
る
と
、
外
来
の
低
所
得

者
の
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
に
な
り

ま
す
。該

当
に
な
る
方
に
は
、
市
か
ら
通

知
し
ま
す
。
申
請
を
き
れ
る
方
は
、

通
知
書
に
従
っ
て
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

＊
法
改
正
後
の
新
し
い
医
療
受

給
者
証

国
民
健
康
保
険
が
変
わ
る
と
こ
ろ

1

一
般
や
、
上
位
所
得
者
の
高
額
療

養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り

ま
し
た
（
表
２
参
照
）
。

加
歳
以
上
の
方
の
医
療
識
が
高
額

に
な
っ
た
と
き
に
負
担
を
軽
く
す
る

た
め
、
新
し
く
自
己
負
担
限
度
額
が

設
け
ら
れ
ま
す
。
自
己
負
担
限
度
額

は
老
人
保
健
制
度
と
同
じ
で
す
衾

１
参
照
）
。

画
国
保
年
金
課
・
内
線
３
２
５

ｍ
月
１
日
以
降
は
、
次
の
よ
う
に

一
部
負
担
金
が
変
わ
り
ま
す
。

３
歳
未
満
の
乳
幼
児
：
・
２
割
負
担

和
歳
以
上
・
・
１
割
負
担
（
一
定
以
上

所
得
の
あ
る
方
は
２
割
負
埋

＊
自
己
負
担
限
度
額

＊
年
齢
で
一
部
負
担
金
が
変
わ

り
ま
す

▼表3
法
改
正
後
の
新
し
い
医
療
受
給
者

証
と
健
康
手
帳
は
９
月
下
旬
に
老
人

医
療
受
給
者
に
郵
送
し
ま
し
た
。

ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
は
、
介
護

支
援
課
医
療
介
護
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

法
改
正
前
の
医
療
受
給
者
証
は
使

え
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
き
い
。

画
介
護
支
援
課
・
内
線
４
１
４
．

４
１
５

I

’

｜
』

行政相談のご利用を
10月21日から27日は「行政相談週間」

繍溌省では､国の行吻鮪や特殊法人に対千蕊棚解価事務所相講
する苦情や要勤どをお聞きし解決するため、日時毎週月曜日から金曜日午前8時30分
棉穂□を開設しています。から午後5時
相談は無料で､和熔は固く守られます。相談方法電話…（行政相談苦情110番)冠

行政相識 043-244-1100、ファクス"･皿043-246‐

|蕊"潔#

報酬等審議会委員を募集
市では、常勤の特別職(市長、助役、収入役、教育長､水道事業管理者）

の給料や手当、市議会議員の報酬|などの額について、市民の皆さんをはじめ、

学識経嚴者や各団体の代表者の意見を聞くため、市長の諮問機関として「特

別職報酬等審議会｣を設置します。

次のとおり審議会委員を募集します。

応募資格・募集人員市内在住の20歳以上の方、4人

任期4年(年1，2回程度の審議会を開催予定）

選考方法選考委員による論文審査

応募方法。圃「特別職の給料･手当､議員の報酊||等について｣のご意見を
800字程度にまとめ､住所､氏名､生年月日、性別､職業を明記し、10月

15日（必着）までに〒270-1192(住所省略可)市役所総務課･内線209/l

郵送または持参

‐

’
、

入院時の食事代の負担額（1日）’
｡一定以上の所得がある方
｡一般

低所得者Ⅱ

低所得者I

90日まで入院

90日を超える入院
(過去12カ月の入院
日数）

780円

650円

500円

300円



第1078号
一(3) おび二2002.10.1

参
議
院
千
葉
県
選
出
議
員
の
欠
員

に
伴
う
補
欠
選
挙
が
、
月
幻
日
（
且

に
行
わ
れ
ま
す
。

告
示
は
、
月
、
日
。
同
時
に
不
在

者
投
票
も
開
始
し
、
塑
日
（
土
）
ま
で

行
わ
れ
ま
す
。

投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
要
件
を

備
え
、
「
我
孫
子
市
選
挙
人
名
簿
」

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

①
昭
和
釘
年
、
月
聖
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方

②
平
成
叫
年
７
月
９
日
以
前
に
我
孫

子
市
に
転
入
届
を
し
た
方
で
、
引
き

続
き
３
カ
月
以
上
我
孫
子
市
に
住
ん

支援費制度の障害福祉ｻービｽの

支給申請を今日から受け付け

投
票
で
き
る
入

㈹
月
幻
日
（
日
）
は
参
議
院
千
葉
県
選
出
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
日

I 投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

＊
７
月
、
日
以
降
我
孫
子
市
に
転
入

届
を
出
し
た
方
は
、
前
住
所
地
の
選

挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

投
票
所
整
理
券
は
、
８
日
に
発
送

し
ま
す
。
万
一
、
紛
失
し
た
り
、
転

居
な
ど
で
お
手
元
に
届
か
な
か
っ
た

場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

投
票
所
の
受
付
係
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

投
票
所
整
理
券
を
発
送

来
年
４
月
か
ら
新
た
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
「
支
援
費
制
度
」
が
始
ま
り
ま

す
が
、
「
居
宅
生
活
サ
ー
ビ
ス
」
｛
下

表
）
を
す
で
に
受
け
て
い
る
方
は
、

支
援
費
制
度
の
支
給
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

申
請
を
行
っ
て
い
た
だ
く
方
に
は

申
請
書
な
ど
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
福
祉
総
合
相

談
室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
来
年
度
か
ら
新
た
に
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
方
は
、
早
め

に
ご
相
談
く
だ
き
い
・

な
お
、
す
で
に
施
設
に
入
所
ま
た

は
通
所
き
れ
て
い
る
方
は
、
支
援
蜜

制
度
よ
る
「
施
設
サ
ー
ビ
星
の
申

請
は
、
経
過
措
置
に
よ
り
今
回
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
忘
年
度
に
市

不
在
者
投
票
は
お
早
め
に

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
、
レ
ジ
ャ

ゴ

ね
じ
ま
わ
し

」

一
人
で
も
多
く
の
方
に
投
票
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
選
挙
に
は
い
ろ

い
ろ
な
投
票
方
法
が
あ
ま
す
。

◎
一
般
の
投
票
方
法

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
投
票
所
入

場
整
理
券
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
選

挙
当
日
入
場
整
理
券
を
持
参
し
、
投

票
所
で
受
け
付
け
を
し
て
か
ら
投
票

用
紙
を
受
け
取
り
投
票
を
済
ま
せ
ま

場
所
・
投
票
期
間
（
下
図
参
照
）

投
票
時
間
王
則
８
時
弛
分
か
ら
午

後
８
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
投

票
で
き
ま
す
）

持
参
す
る
も
の
投
票
所
整
理
券

在
者
投
票
を
済
主

◎
不
在
者
投
票
所

投
票
に
行
け
な
い
方
は
、

か
ら
連
絡
し
ま
す
。

画
福
祉
総
合
相
談
室
・
内
線
３
８

１
．
３
５
０

投
票
方
法
に
つ
い

I
，

支
援
費
制
度
と
は

障
害
の
あ
る
方
が
、
障
害
の

な
い
方
と
同
等
に
生
活
し
、
と

も
に
い
き
い
き
と
活
動
で
き
る

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

の
実
現
を
め
ざ
す
制
度
で
圭
路

障
害
者
の
自
立
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
支
援

費
制
度
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
、

自
分
で
事
業
者
と
サ
ー
ビ
ス
内

容
を
選
び
、
事
業
者
と
対
等
な

立
場
で
契
約
し
利
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

買
い
物
な
ど
何
ら
か
の
用
事
で

票
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

て 早
め
に
不

●

す
。
投
票
は
、
決
め
ら
れ
た
投
票
用

紙
で
行
い
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
投
票
方
法

目
の
不
自
由
な
方
、
病
気
や
け
が

な
ど
で
字
が
書
け
な
い
方
、
仕
事
の

都
合
な
ど
で
投
票
日
当
日
投
票
所
へ

行
く
こ
と
の
で
き
な
い
と
見
込
ま
れ

る
方
、
身
体
に
重
度
の
障
害
を
お
持

ち
の
方
で
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

方
は
、
別
の
投
票
方
法
が
あ
り
ま
す
。

＊
点
字
投
票

目
の
不
自
由
な
方
で
、
点
字
投
票

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
け
付
け
の

際
に
点
字
で
投
票
し
た
い
こ
と
を
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
点
字
器
は
各
投

票
所
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
代
理
投
票

病
気
や
け
が
な
ど
で
字
が
書
け
な

い
方
は
、
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。

代
理
投
票
を
し
た
い
こ
と
を
投
票
管

理
者
に
申
し
出
る
と
二
人
の
補
助
者

が
指
定
き
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
一
人

が
代
理
投
票
を
申
し
出
た
本
人
の
指

ｉ
口

・ホームヘルプサービス

身体介護、家事援助、移動介護、

日常生活支援

・デイサービス

・短期入所（ショートステイ）

・知的障害者地域生活援助（グループホーム）

,ｲ

※身体障害者サービスのご利用は、障害者手帳の所持が必要です。

一
湖
北
駅
・
北
口
線
の
都
市
計
画
決
定
変
更

原
案
説
明
会
に
ご
参
加
を

市
で
は
、
湖
北
駅
北
口
の
利
便
性

や
安
全
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

商
業
を
中
心
と
し
た
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
都
市
計
画
道
路
湖
北

駅
・
北
口
線
（
県
道
湖
北
停
車
場
趣

の
都
市
計
画
を
変
更
す
る
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

変
更
内
容
は
、
湖
北
駅
北
口
駅
前

広
場
約
２
９
０
０
㎡
の
新
設
と
湖
北

駅
・
北
口
線
の
道
路
延
長
の
変
更
、

国
道
３
５
６
号
と
交
差
す
る
隅
切
り

部
を
変
更
す
る
こ
と
の
３
点
で
す
。

今
後
、
具
体
的
な
都
市
計
画
の
変

示
に
よ
り
候
補
者
等
を
書
き
、
あ
と

の
一
人
が
立
ち
会
い
ま
す
。

な
お
、
だ
れ
に
投
票
し
た
か
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

＊
不
在
者
投
票

仕
事
の
都
合
や
病
気
、
け
が
な
ど

の
理
由
で
、
投
票
日
の
当
日
に
投
票

所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
見
込

ま
れ
る
方
の
た
め
に
、
投
票
日
前
に

投
票
を
済
ま
せ
て
お
く
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
選
挙
人
名
輝
に
登

録
き
れ
て
い
る
市
区
町
村
選
挙
管
理

委
員
会
ほ
か
指
定
を
受
け
た
病
院
や

老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
中
ま
た
は
入

所
中
の
方
は
、
そ
の
施
設
に
お
い
て

も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
を
お
持
ち
の

方
で
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。画

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
・
内

線
３
４
５

１
Ｍ
．
１
１
１
川
Ⅱ
１
１
、
、
一

更
手
続
き
は
県
で
行
い
ま
す
が
、
そ

の
変
更
内
容
と
な
る
案
（
原
案
）
を

市
が
作
成
し
、
県
に
申
し
出
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

今
回
の
説
明
会
は
原
案
の
申
し
出

に
あ
た
っ
て
、
市
民
の
方
々
の
ご
意

見
を
伺
う
た
め
開
催
す
る
も
の
で
す
。

日
時
、
月
６
旦
旦
午
後
１
時
犯

分
か
ら

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

固
都
市
計
画
課
・
内
線
５
７
７

※
お
近
く
の
方
は
、
徒
歩
ま
た
は
自

転
車
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

拶票期間:加馴19副出)鱈26旧陛） ｑ
不
在
者
投
票
所

ﾛ

|仕事と家庭を考えるｾﾐﾅー I
、

第6回手賀沼流域フォーラム
～きっと逢(あ)える私達の夢見る手賀沼～～仕事と家庭の両立を目指して～

厚生労働省では10月を肚事と家庭を考える月間」とし､仕事と家庭の両

立について理解を深めるための各種活動を行っています。

千葉労働局では、この月間の一環として｢仕事と家庭を考えるセミナー」
を開催します。

日時10月18日(金)13時30分から

場所ホテルボートプラザちば(JR京葉線千葉みなと駅前）

内容＊議員｢21世紀を生き残る人事施策~仕事と家庭の両立施策~」(樋

口恵子さん･･東京家政大学教授）＊改正育児介護休業法に沿った規定の

整備について＊改正法関逼噺規導入奨励金制度の紹介

対象｡定員県民､事業主$人事･労務担当者､先着320人

申:し込み。圃電話で千葉労働局雇用均等室冠043-221-2307へ

手賀沼流域フォーラムが↑我孫子市､柏市‘

沼南町,(財)山階鳥類研究所､美しい手賀沼

を愛する市民の連合会の共催で開催されます。

手賀沼浄化のために何ができるのか､楽し

く遊びながらいっしょに考えてみませんか。

日時10月12日(土)午後1時から4時(展示

ｺー ﾅー は午前11時から）

場所沼南町中央公民館(入場無料）

内容基調講演…｢手賀沼干拓の歴史と現在」

講師･･中村勝さん(沼南町史編さん委員､千
葉経済大学講師）

子どもたちの事例発表…湖北中学校､風早北

部小学校(沼南町)、増尾西小学校(柏市）

体験ｺー ﾅー…烏ぴしや作り（午前1塒から
正午､午後1時から4時）

※烏ぴしやは、シンコモチで烏を作り、神社
に供養のため奉納する沼南町の伝統行事。

展示コーナー"･パネルポスター､古代米
その他…手賀沼に関するピデｵ上映

※当日アンケートにお答えいただいた方に、
ロゴ入り工コバッグをブﾚゼﾝﾄ。

聞手賀沼課内線462

■

’ ‐’

対象者 申請対象となる居宅生活サービス
＝一一－－－

｡身体障害者

・知的障害者

・障害児

瓢間函砺願鯛電誼閏
諭子n 布佐-，

←

我孫子

県
道
船
機

。
我
孫
子

●消防本部

[三言I

国目菖唯圃6藍

市役所C会議
〆

唾夛ﾉｰ耐面

線’鳥の博物館●
一

水の館●布佐→

民
館

市
会

腰期鄙而翻亙蝋觜頚醜
←我孫子湖北支所 、布 佐→

湖北
小学校’

湖北地区
公民館，

d割

匡
●
岬
群

【
千
一
栗
・
竜
ヶ
崎
畷

襄竺蕊
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ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
や
携
帯
電
話
、

シ
ェ
ー
バ
ー
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ー
ン

ス
テ
レ
オ
に
使
わ
れ
て
い
る
充

電
式
電
池
は
ニ
ッ
ケ
ル
や
コ
バ

ル
ト
な
ど
貴
重
な
資
源
を
含
ん

で
い
る
た
め
、
製
造
事
業
者
や

電
池
使
用
機
器
製
造
業
者
な
ど

に
、
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
不
要
に
な
っ
た

充
電
式
電
池
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

協
力
店
（
下
表
参
理
の
「
充

電
式
電
池
リ
サ
イ
ク
ル
Ｂ
○

Ｘ
」
に
入
れ
、
店
頭
回
収
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

圃
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
壷
７

１
８
７
，
１
０
０
１
５

ズ
に
行
っ
た
め
で
す
。

国
司
‐
名
伺
瀦
繩
蓋
嘩
心
雑
報

充回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
一
い
畷
權
腋
崎
隔
燗
、
検

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
「
住
基
ネ
ッ
ト
」
を
よ
り
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
住
民
票
を
取
る
と
き
、
住
民
票

コ
ー
ド
を
申
請
書
に
記
入
す
る
の

で
す
か
？

住基ネット
Q&A

蕊
店舗名 ｜所在地｜電話］

ｻﾄー ﾑｾﾝ(株)我孫子店本町7185.0161

㈱ｹー ズデﾝｷ我孫子バﾜﾌﾙ館寿7185-8500

(有)根本電機商会中里7188.0101

1(株)野田電機つくし野7182.5008
ユニデイ我孫子店湖北台7187.3331

(株)コジマ我孫子店並木7183.1511

イトーヨーカ堂我孫子店本町7183.6411

イトーヨーカ堂工スパ我孫子店我孫子7185.8111
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Ａ
記
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
印

鑑
証
明
書
、
戸
籍
鵬
抄
本
な
ど
の
申

請
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
住
民
票
コ
ー
ド
は
ど
の
よ
う
な

時
に
使
う
の
で
す
か
？

Ａ
現
在
は
、
住
民
票
コ
ー
ド
の
変
更

手
続
き
と
転
入
届
だ
け
で
す
。

我
孫
子
市
で
は
、
届
出
の
際
に
、

住
民
票
コ
ー
ド
が
記
載
き
れ
て
い
な

く
て
も
受
理
し
ま
す
。

な
お
、
本
格
稼
働
と
な
る
来
年
８

月
か
ら
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

手
続
き
や
住
民
票
広
域
交
付
の
申
請

な
ど
に
、
住
民
票
コ
ー
ド
の
記
入
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
住
民
票
コ
ー
ド
を
変
更
す
る
場

合
、
期
限
が
あ
る
の
で
す
か
？

Ａ
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
回

数
の
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

法
定
代
理
人
以
外
は
本
人
に
よ
る
申

請
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
税
金
の
申
告
や
国
民
健
康
保
険

の
手
続
き
、
福
祉
関
係
の
申
請
な

ど
で
、
住
民
票
コ
ー
ド
の
記
入
や

告
知
が
必
要
で
す
か
？

Ａ
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
年
金
や
恩
給
の
支
給
、
不

動
産
鑑
定
士
な
ど
の
各
種
資
格
の
認

定
な
ど
は
、
住
民
票
の
添
付
に
代
え

て
コ
ー
ド
の
告
知
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
警
察
や
郵
便
局
、
銀
行
蕊
医
療

機
関
な
ど
の
手
続
き
に
住
民
票
コ

ー
ド
が
必
要
で
す
か
？

Ａ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
票
コ

ー
ド
を
利
用
で
き
る
事
務
は
、
住
民

基
本
台
帳
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
民
間
部
門
で
の
コ
ー
ド
の

利
用
は
禁
止
き
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
住
民
票
コ
ー
ド
を
割
り
振
る
メ

リ
ッ
ト
は
何
で
す
か
？

Ａ
国
や
県
、
市
区
町
村
な
ど
が
住
基

ネ
ッ
ト
上
で
、
本
人
確
認
を
ス
ム
ー

放置目車云車の

対蒙指導員を西壷置
'。

駅前放置自転車クリーンキャンペーン実施中

索
に
も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の

点
、
コ
ー
ド
に
よ
る
確
認
や
照
合
は

時
間
が
か
か
ら
ず
本
人
確
認
も
確
実

に
で
き
、
窓
口
事
務
の
効
率
化
が
図

れ
ま
す
。

Ｑ
コ
ー
ド
番
号
を
忘
れ
た
場
合
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
？

Ａ
基
本
的
に
電
話
や
窓
口
で
の
お
答

え
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
住
民
票
コ

ー
ド
の
通
知
票
は
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

住
民
票
コ
ー
ド
を
知
り
た
い
場
合

は
、
住
民
票
（
本
人
ま
た
は
同
一
世

帯
の
請
求
の
み
）
で
確
認
し
て
く
だ

き
い
。

Ｑ
住
民
票
コ
ー
ド
の
通
知
は
全
員

に
届
い
て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ
住
民
票
コ
ー
ド
は
８
月
爽
日
に
発

送
し
ま
し
た
。
住
民
票
コ
ー
ド
は
８

月
５
日
現
在
の
住
民
登
録
の
状
態
で

記
載
し
て
い
ま
す
。

届
い
て
い
な
い
方
は
、
市
民
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
外
国
人
の
方
は
住
民
票
コ

ー
ド
は
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

固
市
民
課
・
内
線
３
５
８

市
で
は
、
ｍ
月
１
日
（
火
）
か
ら
我

孫
子
駅
・
天
王
台
駅
周
辺
に
放
置
自

転
車
対
策
指
導
員
を
配
置
し
ま
す
。

指
導
員
は
、
駅
前
に
自
転
車
を
放

置
し
よ
う
と
し
て
い
る
方
に
声
を
か

け
、
自
転
車
駐
車
場
に
駐
車
す
る
よ

う
に
指
導
し
ま
す
。

' 一 ー 一 一 一 一 － － ． ー ー 室 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ＝ ~ 一 一 ー 一 一
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両
駅
周
辺
に
は
、
利
用
台
数
に
十

分
対
応
で
き
る
市
営
の
有
料
自
転
車

駐
車
場
が
あ
り
、
定
期
利
用
や
一
時

利
用
が
で
き
ま
丈

駅
前
の
道
路
や
歩
道
に
放
置
さ
れ

た
自
転
車
は
、
高
齢
者
や
身
体
の
不

自
由
な
方
の
通
行
を
妨
げ
る
ば
か
り

か
、
災
害
の
際
に
は
避
難
や
救
助
の

障
害
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

市
で
は
両
駅
周
辺
を
放
置
自
転
車

禁
止
区
域
に
指
定
し
、
放
置
自
転
車

の
撤
去
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

放
置
自
転
車
を
な
く
し
、
安
全
で

快
適
な
街
と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ま
た
、
、
月
１
日
か
ら
ｎ
月
即
日

ま
で
「
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
と
を
行
い
ま
す
。

画
交
通
整
備
課
・
内
線
３
３
０

秋の
一一

①車上ねらいによる柵害の予防車から離れるときは必

ず施錠し､車内に現金や貴重品を置かない

②ピﾂｷﾝグによる空き巣被害の予防デインプルキー

などのピッキング対応の鍵に付け替えるか、ひとつのド

アに2カ所以上の鍵を取り付ける

③ひったくりの予防道路を歩くときはハンドバッグを

車道側の手に持たず、自転車の前かごの荷物には、ネッ

トやカバーをかける

④乗り物盗難の予防自転車やオートバイは、カギとワ

イヤー錠で二重にロックし、自転車には名書きシールを

'蝋り､防犯登録をする
⑤子どもの非行の予防夜遊びや無断外泊などは行動、

会話を通じて、わずかな変化にも注意する

全国地域安全運動
10月11日から20日まで

警察では、10月1旧(金)から20日

(日)まで､「秋の全国地域安全運動｣を、

市や防犯協議会､ボランティアの皆さ

んとの協力により実施します。

この運動は､犯罪や事故のない安全

で住み良い街づくりを実現するために

行うものです｡皆さんも一人ひとりが

犯罪や事故の予防を心がけましょう。

圃我孫子警察署871820-0110､我
孫子市防犯協議会公7184-8190

日
時
、
月
２
日
（
水
）
午
後
３
時
か

・
ら
（
雨
天
の
場
合
は
３
且

一
場
所
ラ
イ
フ
我
孫
子
店
前

登
録
台
数
先
着
２
０
０
台

※
登
録
台
数
に
達
し
次
第
終
了

画
我
孫
子
市
防
犯
協
議
会
壷
７
１

８
４
１
８
１
９
０

自 転 車の

無料防犯登録を
I

、1’|中里諏訪神社 ﾌﾘ=jiザーﾙあびこ2002による

|蕊＆ 日時10月13日(日）
9:00～14:00

（雨天の場合は14日） 交通規制’

1
日時10月6日(日）

9:00～16;00

（雨天の場合は13日）

’

111

亡コ交通規制 中里諏訪神社と布佐下稲荷

神社の祭礼が左図のとおり行
みこしだし

われ、当日は神輿や山車の運

行時間にあわせて交通規制が

行われます。

車での通行は現場の指示に

従い‘安全運行にご協力くだ

さい。

間交通整備課､内線330

フリーバザールあびこ

2002の開催に伴い､左図

のとおり交通規制が行われ

ます。

※ﾌﾘー パザー ﾙ利用者の

駐車場はありません。

圃ﾌﾘｰザｰﾙ実行委

員会（我孫子市商工会内）

公7182-3131

［．交通規制

あびこショッピングプラザ

や

’
L

柏 天王台
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皆
さ
ん
の
体
力
・
健
康
づ
く
り
の

機
会
と
し
て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー

ッ
フ
エ
ス
タ
（
市
民
体
力
づ
く
り
大

会
）
」
を
開
催
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
、
楽
し
く
体
を
動
か
す
企

画
が
盛
り
だ
く
ざ
ん
。
ハ
ン
デ
ィ
の

あ
る
方
も
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

参
加
賞
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
体
力
テ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
大
会
終
了
後
に
市

民
体
育
館
を
鉦
料
開
放
し
ま
す
（
予

約
は
本
日
か
ら
受
け
付
け
）
。

日
時
、
月
畔
日
（
祝
）
午
前
、
時
か

ら
午
後
２
時
弛
分
受
け
付
け
、
午
後

３
時
終
了
（
参
加
無
料
）

場
所
市
民
体
育
館
、
野
球
場
（
雨

’
タ

孑化祭 秋
空
の
下
で

琴
や
レ
ン
ジ
ヌ
ボ
ー
ツ
フ
ェ
ヌ
タ
ー

我孫子市文化祭が､'0月'3日から約1カ月間にわた”！■ロ筐､¥，って開催されます｡期間中は､発表会や展示会など、

市内の各会場でさまざまな催しが行われます。

圃教育委員会文化課遍7185-1151__ユ

ご~亙事~亙一]二－月~ご亘二'二匿二置ロ亘壹~場l!
歌謡発表会10月20日（日)10:30～17:00

芸軽音楽演奏会10月27日（日）13:00～16:20
民謡･舞踊発表会11月3日(祝）10:30～17:00市民会館

能バレエ発表会11月2日(土）13:00～17:00

祭薫雲震M:蠅鴬鰯洲伽眠。
展さつき秋季展10月19日｡20日(土｡日)9:00～16:00アビスタ
示湖北菊花展(※1）11月2日～5日 湖北地区公民館前

部我孫子菊花展(※1）（土～火）ｱｽﾀ南側(胴内）
門洋ラン展(※1）11月3日(祝）市民プラザ

志蕊晶驫驫｡墨↑'鯉巍)3日'0:00~'6:00アビスタ合講座生､ﾊー ﾄいけばな展

展手工芸｡手工芸講座生展11月16日-18日(土-月）市民プラザ

覧盆栽。山野草展11月9日。10日
会東洋蘭秋季展（±・日）9:00～16:00市民会館i

囲碁大会(畑10月'3日旧)撫1淵アビユタ
各短歌大会10月26日(土）12:30～16:30市民会館

種将棋大会慨'10月20日旧}謹胤w加アビスタ
文

謡曲大会11月3日(祝）10:00～17:00湖北地区公民館
化

茶会伽'''魑蔀日'0‘00~'5:00;:M:轆畷賊
行

俳句大会11月2日(±）11:00～16:00市民会館

事きもの着付け発表会10月20日（日）13:30～15:30市民プラザ
吟詠大会11月16日(土）10:00～16:30市民会館

(※1）当日の出品も可
(※2）スイス方式A～Eクラス出場者募集(当日会場で受付)｡参加費2,000円

（昼食付き)｡問い合わせは石野恋7185-2132または広部a7149-2708
(X3)A級B級"リーグ戦（当日会場で受付)。参加費1,500円(昼食付き)｡

問い合わせは金子窓7182-3394
(※4）2席で400円

’-．

天
の
場
合
は
種
目
を
変
更
し
て
体
育

館
内
で
実
施
）

内
容
左
表
を
参
照

申
し
込
み
不
要
（
直
接
会
場
へ
）

轍フェスタの内容

◎チヤレンジスポーツコーナー

ストラックアウト（野球)､キックターゲット

(サッカー)、フリースローまたは3オン3（バ

スケット)、グラウンドゴルフ、スピードボール、

ボッチャ、ヘルスパレーボール、チュックボー

ル、ディスクゴルフほか

◎体力テストコーナー

反復横跳び､握力測定､体前屈ほか

◎体験コーナー

卓球、テニス、ペタンクほか

◎健康相談コーナー

保健師による健康についての相談

※
体
育
館
を
使
用
す
る
場
合
は
、
上

履
き
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

圖
教
育
委
員
会
体
育
課
金
７
１
８

７
１
７
５
５
５

△

●

「
あ
び
こ
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
２
回
目
と
し
て
、

ダ
ン
ス
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
す
。

日
時
、
月
哩
日
（
土
）
午
後
１
時
犯

分
か
ら
４
時
犯
分

場
所
湖
北
地
区
公
民
館

対
象
・
定
員
市
内
在
住
・
在
勤
．

ダ
ン
ス
・
だ
ん
す
・
ダ
ン
ス
Ｊ
で
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ

lil根利根lil
ふれあい
シンポジウム

日
時
、
月
６
日
（
且
午
前
９
時
釦

分
か
ら
正
午
（
参
加
無
料
）

場
所
取
手
市
市
民
セ
ン
タ
ー
（
取

手
市
束
１
の
１
の
５
）

内
容
①
意
見
発
表
「
利
根
川
、
水
、

森
を
め
ぐ
る
取
り
組
み
」
（
４
団
体
）

②
特
別
講
演
扇
い
な
つ
す
日
本
！

～
グ
ー
王
ル
の
見
た
日
本
の
森
と
水

～
」
講
師
…
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
ざ

ん
（
タ
レ
ン
ト
）
③
利
根
川
関
連

在
学
の
小
学
生
以
上
の
方
、
先
着
和

人
（
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
）

講
師
高
橋
美
代
子
さ
ん
（
高
橋
美

代
子
創
作
バ
レ
エ
研
究
所
代
表
）
、

小
川
由
美
子
さ
ん
（
同
研
究
所
助
教

師
）参

加
費
無
料

申
し
込
み
・
固
郵
送
、
電
話
、
フ

写
真
展
ほ
か

主
催
利
根
川
ふ
れ
あ
い
サ
ミ
ッ
ト
一

実
行
委
員
会
（
我
孫
子
市
、
柏
市
、
一

取
手
市
、
守
谷
市
、
利
根
町
、
水
上
一

町
、
銚
子
市
、
波
崎
町
、
常
総
青
年
一

会
議
所
、
国
土
交
通
省
利
根
川
上
流

工
事
事
務
所
、
同
下
流
工
事
事
務
所
）
｜

申
し
込
み
不
要
（
直
接
会
場
へ
）

固
取
手
市
企
画
調
整
課
垂
０
２
９

７
１
脚
１
２
１
４
１
内
線
２
６
１

ア
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

ダ
ン
ス
経
験
の
有
無
、
学
生
の
方
は

学
校
名
を
明
記
し
、
〒
２
７
０
１
１

１
６
６
我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員

会
文
化
課
壷
７
１
８
５
１
１
１
５
１

画
７
１
８
２
１
５
８
６
７
、
Ｅ
メ
ー

ル
言
二
言
。
。
ご
・
号
涛
。
．
。
三
富
・
弓
へ

学ぶ楽しさ知る楽しみ

市民大学開放講座

日
程
。
内
容
左
表
を
参
照

時
間
午
後
１
時
犯
分
か
ら
３
時

場
所
川
村
学
園
女
子
大
学

対
象
。
定
員
市
内
在
住
・
在
勤
の

方
、
各
講
座
１
８
０
人

受
講
料
無
料

申
し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

▼市民大学開放講座日程
‘開講日一一~~震一一 一題_l講師

Ⅲ2馴土)男女共同参画社会とは麗鱸雲
10月'9日仕)需馳釧総肇蝉)§課』
10月26日(土)教育とジェンダー 内海崎貴子

（教育学）

塚脇澄子
11月2剛土)子どもの成長と教育

（体育）

北原靖子
11月9日(土）児童心理

（心理学）

松井洋
11月16日(土)思春期の教育

（社会心理学）

山下博司11月231日(祝)市民と行政の関係
（教育行政）

燗30朏予どもの縮について考える謹溌蔓
加藤雅晴

12月14日仕)生涯学習とは （生涯学習）

"｣-識 悪 家族そろってｻｲｴﾝｽ！『

2

電力中央研究所
一般公開

■

鞠，

ノ
＝

日
時
、
月
四
日
主
）
午
前
、
時
か

ら
午
後
４
時
（
雨
天
実
施
）

場
所
（
財
）
電
力
中
央
研
究
所
我
孫

子
研
究
所
（
入
場
無
料
）

内
容
岩
の
強
さ
を
知
ろ
う
！
、
我

孫
子
を
襲
う
大
地
震
、
バ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み

よ
う
！
、
地
球
温
暖
化
の
３
Ｄ
可
視

化
、
波
と
あ
そ
ぼ
う
、
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
研
究
体
験
ツ
ア
ー
、
磁
石
を

体
験
し
よ
う
、
海
の
中
で
く
っ
つ
い

て
暮
ら
す
生
き
物
た
ち
、
粘
土
の
不

思
議
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
講
演
会

「
飛
び
出
せ
宇
宙
へ
～
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
か
け
る
夢
～
」
（
午

後
２
時
か
ら
）
、
模
型
展
示
、
市
内

小
学
校
児
童
の
ポ
ス
タ
ー
展
ほ
か

※
当
日
は
無
料
送
迎
バ
ス
を
我
孫
子

駅
南
口
か
ら
運
行
し
ま
す
。
（
午
前

、
時
か
ら
喧
分
間
隔
）

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

固
同
研
究
所
事
務
部
垂
７
１
８
２

１
１
１
８
１

１

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
「
市
民

大
学
開
放
識
座
」
、
出
席
希
望
日
を

明
記
し
、
、
月
５
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
〒
２
７
０
１
１
１
４
７
若
松

沁
Ｉ
４
我
孫
子
地
区
公
民
館
へ

画
我
孫
子
地
区
公
民
館
垂
７
１
８

２
１
０
５
１
１

0

’



(6)おび ↓
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日
。
所
、
月
皿
日
（
金
）
四
時
開
演
、
東
京
交
響
楽
団
）
、
演
田
マ
サ
子
ざ
（
旦
、
男
子
Ａ
、
女
子
Ａ
、
男
子
輻

湖
北
地
区
公
民
館
ん
（
バ
イ
オ
リ
ン
。
：
同
）
、
森
夕
希
歳
以
上
、
男
子
印
歳
以
上
：
血
月
、

内
大
川
由
美
子
ざ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
子
ざ
ん
官
ア
ノ
…
塞
墨
希
大
学
）
旦
旦
〈
い
ず
れ
も
８
時
釦
分
集
合

…
諾
前
奏
曲
轡
嬰
（
シ
ョ
パ
ン
）
、
曲
目
夢
の
あ
と
に
（
フ
ォ
ー
と
、
９
時
試
合
開
始
、
雨
天
予
備
日
ｎ
月

長
堀
美
佳
ざ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）
…
フ
我
が
母
の
教
え
給
ひ
し
歌
（
ド
ボ
ル
酔
旦
且
〉

ア
ン
タ
ジ
ー
（
フ
オ
ー
レ
）
ほ
か
ザ
ー
ク
）
ほ
か
※
Ａ
：
上
級
、
Ｂ
…
初
・
中
級

蜜
２
０
０
０
円
（
市
民
オ
ー
ナ
ー
問
同
ク
ラ
ブ
・
脇
田
垂
７
１
８
５
所
男
子
Ａ
・
Ｂ
、
女
子
Ａ
…
市
民

の
方
、
高
校
生
以
下
１
０
０
０
巴
１
１
９
６
１

隻
筒
館
コ
ー
ト
、
そ
の
他
の
種
目
。
．

備
職
砂
急
町
塗

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
…
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
壷
７
１
８
５
１
１
１
１
１

で
か
け
て
蕊
震
猿
鑿
篝

み
ま
せ
ん
か
魂
同
鯏
紺
鯆
裁
錘
紳

根
戸
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
‘
一
所
千
葉
県
生
涯
大
学
校
東
葛
飾
学

根
‐
戸
地
区
文
化
祭
一
園
江
戸
川
台
校
舎
流
山
市
美
厘

日
。
内
＊
書
道
、
華
道
、
絵
画
、
内
書
、
絵
画
、
手
芸
な
ど

押
し
花
ほ
か
の
展
示
：
血
月
皿
日
問
同
校
壷
７
１
５
２
１
１
１
８
１

（
金
）
～
喝
日
（
日
）
９
時
～
画
時
（
皿
一
第
郷
回
懐
メ
ロ
の
集
い
↓

日
は
、
時
か
ら
、
喝
日
は
哩
時
ま
で
）
：
Ｉ
‐
‐

＊
洋
ら
ん
展
・
由
日
９
時
～
妬
時
日
、
月
廻
日
（
土
面
時
～
”
時

＊
茶
会
：
血
日
田
時
弛
分
～
＊
日
所
湖
北
地
区
公
民
館
（
入
場
鉦
料
）

本
舞
踊
：
白
日
畔
時
～
＊
湖
謡
会
内
昭
和
抑
年
代
ま
で
の
歌
に
、
踊

発
表
：
脚
旦
祝
）
９
時
～
＊
フ
ラ
リ
や
ク
イ
ズ
を
交
え
て
楽
し
み
ま
す

ダ
ン
ス
、
ジ
ャ
ズ
体
操
、
太
極
拳
．
、
問
阿
部
電
７
１
８
８
１
８
０
４
６

群
日
畔
時
～
〈
入
場
無
料
〉
我
孫
子
オ
ー
デ
ィ
オ
フ
ア
ン
ク
ラ
ブ
一

所
・
問
根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー
壷
７
第
２
回
ク
ラ
シ
ッ
ク
生
コ
ン
サ
ー
ト

－
８
３
’
１
５
３
６
３

日
・
所
、
月
酔
日
（
祝
）
巧
時
開
演
、

チ
ケ
ッ
ト
予
約
。
問
野
外
美
術
展

実
行
委
員
会
事
務
局
念
７
１
８
９
１

日
、
月
５
日
（
土
）
～
過
日
（
日
）
、

時
～
”
時
（
５
日
は
喝
時
か
ら
、
唱

日
は
嘔
時
ま
で
、
７
．
８
日
は
休
館
）

所
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

養
鉦
料

問
鈴
木
垂
７
１
８
４
１
７
３
４
４

日
…
日
時
、
所
．
：
壗
所
、
内
：

日
、
月
６
旦
日
茄
時
～
唖
時
在
ク
ラ
ブ
の
方

０
３
２
４

寒
寒
子
野
外
蘂
術
展
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
コ
ン
廿
Ｉ
ト

ピ
ア
ノ
＆
フ
ル
ー
ト
の
夕
べ

一
彩
会
絵
画
展

Ｌ
■
■
■
■
医
１
．
．
■

１
１

東
京
交
響
操
厘
潅
圧
マ
サ
子
さ
目
）
、
男
子
Ａ
、
女
子
Ａ
男
子
輻
一
万
葉
集
講
座
内
高
齢
社
会
に
向
け
た
幸
量
艮

ん
（
バ
イ
オ
リ
ン
：
・
回
、
森
夕
希
歳
以
上
、
男
子
印
歳
以
上
・
血
月
、
（
家
持
の
虎
の
巻
）
の
ま
ち
づ
く
り
の
提
案

子
さ
ん
官
ア
ノ
車
曇
術
大
学
）
旦
日
）
《
い
ず
れ
も
ｓ
蕊
分
集
合
日
・
所
、
月
萱
金
）
粋
時
～
妬
出
木
原
孝
久
ざ
ん
（
わ
か
る
ふ
く
噸

、
曲
目
夢
の
あ
と
に
（
フ
ォ
ー
レ
）
、
９
時
試
合
開
始
、
雨
天
予
備
日
ｎ
月
時
市
民
プ
ラ
ザ
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
塞

我
が
母
の
教
え
給
ひ
し
歌
（
ド
ボ
ル
酔
旦
且
〉
出
針
原
孝
之
ざ
ん
（
二
松
学
舎
大
餐
無
料

間
同
ク
ラ
ブ
脇
黒
７
１
８
５
所
男
子
Ａ
Ｂ
、
女
子
Ａ
：
市
民
費
Ⅲ
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
色
調
報
既
輪
鰄
鵬
碓
津
距
刷

ザ
ー
Ｚ
ほ
か
※
Ａ
：
上
級
、
Ｂ
…
初
・
中
級
学
教
授
・
文
学
部
長
）

れ

！
》
よ
。
つ
じ

隻
晶
コ
ー
ト
、
そ
の
他
の
種
目
。
．
申
電
話
で
東
海
林
壷
７
１
８
２
１
万
時
以
睦

１
１
９
６
１

生
涯
学
習
フ
エ
ス
タ
２
０
０
２
１
８
２
８

湖
北
台
中
央
公
園
コ
ー
ト

青
て
よ
う
蕊
と
思
い
や
り
の
心
」
資
格
市
内
存
佳
在
勤
在
学
琴
宿
と
薑
雄
の
驫
塗
薑
ふ

飯
泉
喜
雄
顕
彰
碑
建
設
の
会

く
ら
し
の
中
の
ア
ロ
マ
セ
ラ
ビ
ー

所
廣
池
学
園
（
柏
市
光
ヶ
丘
）
費
Ⅱ
組
１
０
０
０
円
（
言
徴
収
）
日
。
所
、
月
菅
（
月
）
、
蕊
分
、
鮮
請
駅
諏
則
姻
油
鵬
鰡
恥
峰

日
、
月
６
旦
日
茄
時
～
唖
時
在
ク
ラ
ブ
の
方

内
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
車
ハ
ガ
キ
に
種
目
、
２
人
の
住
ア
ビ
ス
タ
（
以
降
月
２
回
濯
で
全
鍛
予
鮭
鷆
硫
燧
舗
礪
今
一

報
展
示
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、
風
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
、
ｍ
回
。
１
回
の
み
の
参
加
も
豆
／

船
マ
ジ
ッ
ク
、
囲
碁
ほ
か
＊
柏
し
市
外
の
方
は
所
属
名
を
明
記
し
、
、
内
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
で
入
浴
剤
や
ロ
宗
悦
、
志
賀
直
哉
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・

面

イ
ソ
ル
サ
イ
ン
会
・
血
時
～
月
逼
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
－
シ
ョ
ン
、
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
成
リ
ー
チ
ほ
か
先
人
の
足
跡
を
訪
ね
る

狗変

養
鉦
料
Ｉ
１
１
３
２
湖
北
台
７
の
麺
の
題
の
蓑
１
回
ユ
鮎
心
０
円
（
材
料
遼
寺
）
解
説
あ
び
こ
ガ
ィ
ド
ク
ラ
プ
弁

主
。
問
爵
）
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
２
０
１
高
田
英
志
霊
７
１
８
７
１
２
申
電
話
で
登
壷
０
９
０
１
６
１
７
申
電
話
で
、
月
唱
日
ま
で
に
越
岡

垂
７
１
７
３
１
３
１
１
１
７
２
５
３
１
１
２
４
０

垂
７
１
８
４
１
２
０
４
７

へ

内
容
、
種
…
種
目
、
出
…
出
席
者
・
出
演
者
な
ど
、
対
。
：
対
象
・
定
員
、
持
…
持
参
、
費
…
費
用
、
申
…
申
し
込
み
（
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
で
す
）
、

日
・
所
、
月
叫
日
（
祝
）
喧
時
開
演
、

ア
ビ
ス
タ
（
入
場
無
料
）

出
大
和
田
浩
明
さ
ん
（
ホ
ル
ン
：
、

東
京
交
響
楽
団
）
、
演
田
マ
サ
子
ざ

ん
（
バ
イ
オ
リ
ン
。
：
同
）
、
森
夕
希

子
ざ
ん
官
ア
ノ
…
塞
墨
希
大
学
）

曲
目
夢
の
あ
と
に
（
フ
ォ
ー
と
、

我
が
母
の
教
え
給
ひ
し
歌
（
ド
ボ
ル

ザ
ー
ク
）
ほ
か

問
同
ク
ラ
ブ
・
脇
田
垂
７
１
８
５

１
１
９
６
１

公
民
館
学
級
市
民
カ
レ

ッ
ジ
雑
学
コ
ー
ス
（
後
期
）

生
き
生
き
と
し
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
の
た
め
に
、
多
く
の
仲
間
と
語
り
、

活
動
の
場
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
・
所
ｕ
月
９
日
～
平
成
忘
年
２

月
の
い
ず
れ
も
土
曜
日
９
時
犯
分
～

ｎ
時
”
分
（
全
７
回
）
、
ア
ビ
ス
タ

内
我
孫
子
の
自
然
と
環
境
（
水
辺

の
環
境
、
手
賀
沼
船
上
見
学
、
バ
ー

ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
野
草
の
話
ほ
か
）

対
市
内
在
住
の
嘔
歳
以
上
壷
歳
未

満
の
方
、
和
人
（
応
募
多
数
時
抽
選

費
２
０
０
円
（
全
７
回
分
）

申
ハ
ガ
キ
に
住
所
蹄
剤
性
別

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

ｍ
月
、
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒

２
７
０
１
１
１
４
７
若
松
丞
の
４
我

孫
子
地
区
公
民
館
垂
７
１
８
２
１
０

５
１
１

日
男
子
Ｂ
、
女
子
Ｂ
…
、
月
加
日

硬
式
一
三
三
壼
屋
夫
一
一
毫
フ
ル
三

参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

日
・
所
、
月
６
日
（
日
）
９
時
湖
北

駅
改
札
口
集
合
、
哩
時
解
散
予
定

（
小
雨
実
施
）

こ
う
し
ん

内
天
照
神
社
、
庚
申
塚
、
法
岩
院
、

正
泉
寺
な
ど
の
石
碑
を
訪
ね
る

費
５
０
０
円

申
電
話
で
、
月
４
日
ま
で
に
越
岡

壷
７
１
８
４
１
２
０
４
７

学
校
週
５
日
制
関
連
事
業

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

曰
・
所
、
月
廻
日
（
土
）
９
時
如
分

～
哩
時
犯
分
、
ア
ビ
ス
タ

内
素
材
を
生
か
し
た
台
湾
料
理

対
市
内
の
小
学
生
、
犯
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選

費
５
０
０
円

き
ん

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
台
ふ
き

ん
、
タ
オ
ル
、
上
履
き
、
ゴ
ミ
袋

申
ハ
ガ
キ
に
「
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン

グ
」
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
を
明
記
し
（
２
人
ま

で
記
入
可
）
、
、
月
４
日
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１
１
１
４
７

若
松
麺
の
４
我
孫
子
地
区
公
民
館
壷

７
１
８
２
１
０
５
１
１

第
四
回
史
跡
文
学
散
歩
一

日
・
所
、
月
５
日
（
土
）
畔
時
～
暉

時
、
布
佐
平
和
台
自
治
会
館

内
高
齢
社
会
に
向
け
た
幸
量
艮

の
ま
ち
づ
く
り
の
提
案

出
木
原
孝
久
ざ
ん
（
わ
か
る
ふ
く

し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
塞

餐
無
料

間
Ｆ
Ｆ
Ｃ
ふ
れ
あ
い
・
福
祉
く
ら

ぷ
・
中
田
壷
７
１
８
９
１
４
１
２
５

行
時
以
降
）

飯
泉
喜
雄
顕
彰
碑
建
設
の
会

我
孫
子
宿
と
飯
泉
書
雄
の
足
跡
を
齢
ね
る

日
。
所
、
月
加
日
（
日
）
９
時
犯
分

住
民
流
福
祉
を
考
え
る
学
習
会

「
助
け
ら
れ
上
手
」
が
地
錘
を
つ
く
る

日
・
所
、
月
四
日
（
土
）
、
時
我
孫

子
駅
南
口
集
合
、
哩
時
解
散
予
定

（
小
雨
実
施
）

内
白
樺
派
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て

…
我
孫
子
宿
文
人
コ
ー
ス

解
説
あ
び
こ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ

費
５
０
０
円
（
文
学
館
入
館
料
等
）

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、
月
、
日

ま
で
に
あ
び
こ
雑
学
ね
つ
と
・
内
田

垂
副
７
１
３
９
１
８
８
５
９

日
・
所
、
月
廻
日
（
土
遍
時
～
妬

時
、
有
機
栽
培
農
家
（
布
施
）
〈
雨

天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延
〉

対
先
着
巧
人

費
無
料

申
電
話
で
食
・
農
倶
楽
部
・
友
利

垂
７
１
８
７
１
１
７
９
３

※
農
作
業
に
適
し
た
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い

Ｉ
我
孫
子
ぶ
ら
り
紀
行
Ｉ

白
樺
派
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て

墨
塞
奉
う
ど
テ
イ
ア
ー
日
捧
霊
講
座

合月の相談 ※(予)は予約制です。※住宅相談は9月から場所が変わりました(西別館1階)。

｜ 内 容 日 時場所問い合わせ

|法律相談(予)淵､捌蹴謝市驫黒富室秘書課
※予約は、10月1日(火)8時30分から電話で秘書課へ。
税務相談(予)’18（金）10:00～15:001収税課|収税課
※予約は、10月15EI(火)8時30分から電話で収税課へ。
人権相談24（木）10:00～15:00西別館2階面談室生活支援課
行政相談24（木）10:00～12:00市民相談室秘書課

不動産相談’1（金）’0:00～'5:00市民相談室建築指導課
住宅相談11（金）10:00～15:00消費生活センター
交通事故相談(予）15（火）10:00～15:00交通整備課交通整備課

心の相談(予）3（木）13:30～15:30福祉総合相談室福祉総合榊室
酒害相談4（金）13:30～15:00保健センター

4カ月児相談今月の日程は
育児相談「保健センターのご案内」をご覧ください保健センター
未熟児等発達相談(予）24(木)13:00～14:00受付

療育相談24(木)13:00～14:00受付柏保健所
アルコール悩みごと相談7．14(月)14:00～16:00柏保健所TEL
心の健康相談4.11.18.25(金)14:00～16:007167-1255
女性クリニック相談(予）婦人科…8日(火)$内科'･'15日（火）

健康相談↑摺柵二職臺部尉歩荏鍋臓
健康生きがい8（火）10:30～16:00

づくり相談(予）22（火）10:30～16:00型へ信今,隼=拳八粁今福*1ト

◎リサイクル／家具バザー
日時10月2ワ日(B)10時～13時

＊家具抽選会は13時10分から。不在の場合は無効になります。
※車で来館の場合は、NEC駐車場をご利用ください（バザー当日のみ)。

◎リサイクル教室

市民相談室
（本庁2階）

秘窒課Eヨ法律相談(予）問
…
問
い
合
わ
せ
、
主
。
：
主
催
・
共
催

｜教室名｜開催日時｜定員|参加費I持参するも凪砺
'1－，‐ し七 L- －1 111』．．‐～“‐．.‐一言一

職騎緋り)’ 傘からはずして洗ってほどい
た傘の布､裁縫道具昼食

牛乳ｯｸ2本､ﾊｻﾐ､の
り､包装紙(小学生対象）

25×110cm表地、25X
70Cm裏地、25×100cm

芯地、裁縫道具、昼食

8日(火)10:00-15:00 5人 300円
建築指導課

子どもリサイクルエ作教室
(牛乳パックで小箱作り） 12日(土)10:00-12:0010人 100円

福祉総合相談室25×110cm表地、25X小袋作り教室
16日(水)10:00-15:005人300円70Cm裏地、25×100cm（懐古袋作り）

芯地、裁縫道具、昼食

慨霊皿|旧木川,州，‘人加糺
岸L僻惠可臺臺''9日(土川州:0‘5人300円穿獅ﾙ就ば
|墨しペｲﾝﾃｲﾝグ20B旧川州307人500円糊撫瞬篝！
'悪霊り教室’0日(水)洲淵領'500円＄照雁か榊鵜
'薊誕薮-電藷で月曜日を除く毎日9時から,7時までに､ふれあい工房運営協議

’
小袋作り教室
（懐古袋作り）

5人16日(水)10:00-15:00 300円
今月の日程は

「保健センターのご案内」をご覧ください
保健センター

糸のこ教室

(ﾏがジﾝラック作り）
なし17日(木)10:00-1230 5人 300円

柏保健所牛乳パックで
ハガキ作り教室

バスタオルまたは、タ
オル2枚5人’300円19日(土)10:00-12:00 柏保健所 TEL

7167-1255ﾄｰﾙｲﾝﾄ用丸筆平艶2
本色つけするもの|絡自持参

グ
7人 500円20日(日)10:00-12;30

裂き織り教室
1m四方の柔らかな木綿
の古布、ハサミ

健康相談

30日(水)雛;繩18
回
人

各
６ 500円

健康生きがい
づくり相談(予） 社会福祉

協議会
TEL

7184-1539

会念7186-5500/I(いずれも定員になり次第締め切り。キャンセルの場合は必
ずご連絡を。キャンセル待ちの方は、開催日前日にご連絡ください）

※不要に惹つた工具(ﾉｺ判か…ｶﾝﾅ“鋤工具など)を勢ください。

社会福祉協議会

2渦，:00~'5:0．心配ごと相談

’’28（月）9:00～15:001布佐市民センター
|結婚相談'6．20(日)10:00～14:001社会福祉協議会
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日
・
所
、
月
６
日
（
日
）
喝
時
、
ざ

わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

内
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
・
設
備
・

管
理
・
管
理
に
お
け
る
会
計
ほ
か

対
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
や
管
理
組

合
役
員
の
方
、
先
着
１
８
０
人

賛
無
料

申
電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ン
シ
ョ

ン
オ
ー
ナ
ー
ズ
コ
ミ
ユ
ニ
テ
イ
ー
垂

７
１
５
８
１
０
０
１
９

雪
一

ぼ
し
ゅ
う

募
集
に
あ
た
っ
て
、
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

◎
青
年
海
外
協
力
隊

日
。
所
、
月
塞
日
（
月
）
遮
時
輻
分

～
、
時
輻
分
、
ア
ミ
ユ
ゼ
柏

対
加
歳
以
上
諏
歳
ま
で
の
日
本
国

籍
を
持
つ
健
康
な
方

◎
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

曰
。
所
、
月
皿
日
（
金
盃
時
犯
分

～
加
時
犯
分
、
船
橋
市
中
央
公
民
館

対
扣
歳
以
上
の
歳
ま
で
の
日
本
国

蕃
琶
持
つ
健
康
な
方

問
い
ず
れ
も
国
際
協
力
事
業
団
垂

０
３
１
３
４
８
５
１
７
０
５
７

』

ち

・吹曾

雌棄

毒豊
ち4

：童』術…勘

青
年
海
外
協
力
隊
。

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
アや

か
ち
や
ん

日
・
所
、
月
型
日
（
木
）
暇
時
知
分

～
喧
時
犯
分
（
以
降
毎
月
第
４
木
曜

且
、
市
民
プ
ラ
ザ

対
釦
歳
以
上
の
方
、
先
着
加
入

費
月
１
０
０
０
円
（
別
途
材
料
費

１
０
０
０
円
程
度
）

申
電
話
で
、
月
７
日
ま
で
に
馬
場

垂
７
１
８
２
１
２
４
７
５

１
１
１
１
１
１
１

日
・
所
毎
週
木
曜
日
、
時
～
ｎ
時

犯
分
、
湖
北
地
区
公
民
館

対
昭
歳
以
上
の
女
性
、
先
着
加
入

費
１
回
４
０
０
円
（
入
会
金
５
０

０
円
）

申
活
動
場
所
へ
直
接

問
秋
谷
壷
７
１
８
２
１
７
４
３
０

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
で
は
、
１
９
９

８
年
か
ら
「
エ
ッ
コ
ロ
福
祉
基
金
」

に
よ
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
基
金
の
助
成
を
受
け
る
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

対
高
齢
者
・
障
害
者
・
子
育
て
中

の
人
た
ち
が
地
域
の
中
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
て
い
け
る
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
団
体
・
個
人

助
成
金
額
抑
万
円
以
内

応
募
期
限
、
月
訓
日
（
必
謹

押
し
花
サ
ロ
ン
会
員

フ
レ
ッ
シ
ュ
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
会
員

１
１
■
・
‐
Ｌ
４
１
ｄ
０
ｊ
８
１
０
■
ｒ
Ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
Ｐ
ｌ
ｒ
ｈ
Ｌ
Ｆ
ｂ
Ｉ

－
エ
シ
コ
ロ
福
祉
基
金
」
動
産
団
俸

※
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
同
生

協
エ
ッ
コ
ロ
福
祉
基
金
運
営
委
員
会

垂
０
４
３
１
２
７
８
１
７
１
７
２
へ

痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る
ご

家
族
の
疑
問
に
、
専
門
の
医
師
が
個

別
に
お
答
え
し
ま
す
。
（
費
用
無
料
）

日
・
所
、
月
面
曰
（
木
這
時
犯
分

～
喧
時
娼
分
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
室
（
市
役
所
西
別
館
３
階
）

申
電
話
で
介
護
支
援
課
壷
７
１
８

６
１
１
４
１
１
字
約
制
）

ｍ
月
ｎ
日
か
ら
”
日
ま
で
は
「
違

反
建
築
防
止
週
園
で
す
。

私
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

に
は
、
建
築
物
が
安
全
で
あ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

建
築
基
準
法
は
、
生
命
、
健
康
、

財
産
を
守
る
た
め
、
地
震
や
火
災
な

ど
に
対
す
る
安
全
性
の
基
準
を
定
め

て
い
ま
す
。
こ
の
基
準
は
、
建
築
物

を
建
て
る
場
合
に
は
、
必
ず
守
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
・
所
毎
週
水
．
土
曜
日
四
時
釦

分
～
型
時
（
土
曜
日
は
四
時
か
ら
）
、

久
寺
家
中
学
校
ほ
か

対
女
性
（
で
き
れ
ば
既
婚
者
）

費
年
額
１
万
円
（
保
険
代
別
途
）

申
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
竹
内
垂
７

１
８
３
１
８
１
５
９
Ｅ
メ
ー
ル
ョ
四

門
冒
信
き
◎
－
８
ョ
・
宮
己
＠
．
旨
・
弓

お
し
ら
せ

違
反
建
築
防
止
週
間

～
完
了
検
査
受
け
て
ま
す
か
；

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

あ
け
ぼ
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
会
員

痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

ご捌隠ください

ｑ
４
Ｂ
■
Ⅱ
０
Ⅱ
０
月
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｂ

■
■
可
‐
Ｌ
■
Ｒ
Ｆ
Ｌ
１
１
ｌ
日
當

’
4

1

’

公
証
週
声
特
別
無
料
相
談

日
、
月
８
日
（
火
而
時
～
ｎ
時
釦

分
、
喝
時
～
卿
時
犯
分

内
不
動
産
・
交
通
事
故
等
の
民
事

上
の
紛
争
、
家
庭
内
の
争
い
や
悩
み

ご
と
、
そ
の
他
各
種
の
法
律
相
談

※
希
望
者
が
多
数
の
時
は
応
じ
き
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

所
・
問
千
葉
地
方
・
家
庭
裁
判
所

松
戸
支
部
壷
０
４
７
１
３
６
８
１
５

１
４
１
（
Ｊ
Ｒ
松
戸
駅
東
口
下
車
徒

歩
約
７
分
）

｜
千
葉
司
法
書
士
会

一
無
料
法
律
相
談

相
続
登
記
や
会
社
の
登
記
、
訴
訟

書
類
の
作
成
な
ど
、
司
法
書
士
の
業

務
に
関
し
て
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
。
所
、
月
２
日
（
水
而
時
～
也

時
・
超
時
～
巧
時
、
市
民
相
談
室

（
市
役
所
本
庁
２
階
）

問
千
葉
司
法
書
士
会
柏
地
区
・
秋

山
壷
７
１
６
４
１
８
１
９
１

完
了
検
査
は
、
建
築
物
が
法
令
に

基
づ
い
た
安
全
な
も
の
で
あ
る
こ
と

を
検
査
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
週
間
を
機
会
に
、
あ
な
た
の

所
有
す
る
建
築
物
が
法
令
に
適
合
し

て
い
る
か
ど
う
か
建
築
士
と
相
談
す

る
な
ど
し
て
、
点
検
を
心
が
け
ま
し

よ
話
つ
ｏ

な
お
、
こ
の
期
間
中
に
。
斉
公

開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

問
建
築
指
導
課
・
内
線
５
２
８

公
証
制
度
は
、
法
務
大
臣
が
任
命

し
た
公
証
人
が
契
約
書
や
遺
言
響
な

ど
を
公
文
書
で
あ
る
公
正
証
脅
と
し

て
作
成
し
、
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
を
図

る
制
度
で
す
。

”
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
「
公
証

週
間
」
で
す
。
公
証
役
場
で
は
、
こ

の
週
間
に
無
料
特
別
相
談
を
行
い
ま

す
。
契
約
、
遺
言
書
、
私
文
書
の
認

法
の
日
週
間

無
料
法
律
相
談

一
平
成
狸
年
度
後
期
技
能
桧
定

技
能
検
定
は
、
労
働
者
の
技
能
を

国
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
都
道
府
県

証
な
ど
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
別
相
談
①

日
・
所
、
月
３
旦
木
遍
時
犯
分

～
妬
時
如
分
、
千
葉
地
方
法
務
局
柏

支
局
支
局
（
柏
市
柏
６
の
ｍ
の
至

特
別
相
談
②

日
・
所
、
月
５
日
（
土
）
喝
時
犯
分

～
晒
時
弛
分
、
柏
公
証
役
場
（
柏
市

柏
３
の
７
の
面
の
２
０
３
）

問
柏
公
証
役
場
壷
７
１
６
６
１
６

２
６
２

※
い
ず
れ
も
電
話
で
の
相
談
は
で
き

ま
せ
ん

千
葉
県
行
政
書
士
会

》
街
頭
無
料
相
談
一

日
、
月
四
日
（
土
）
ｍ
時
～
嘔
時

所
Ｊ
Ｒ
柏
駅
東
ロ
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

柏
ビ
ロ
テ
ィ
（
柏
そ
ご
う
２
階
入
口

函内
宮
公
署
へ
の
提
出
書
類
・
許
認

可
手
続
き
の
相
談
、
相
続
・
遺
言
・

内
容
証
明
・
契
約
書
・
交
通
事
故
保

険
金
請
求
な
ど
の
書
類
作
成
に
関
す

る
相
談

対
東
葛
飾
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

主
千
葉
県
行
政
書
士
会
東
葛
支
部

問
木
川
垂
７
１
８
３
１
２
１
３
２

－
下
水
道
排
水
設
備
工
事

↑
責
任
技
術
者
試
験

日
。
所
平
成
忘
年
２
月
２
日
（
且
、

幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場

申
込
書
配
布
期
間
。
所
、
月
巧
日

～
ｎ
月
６
日
、
市
役
所
下
水
道
課
ま

た
は
日
本
下
水
道
協
会
千
葉
県
支
部

事
務
局

受
検
資
格
下
水
道
排
水
設
備
工
事

に
関
す
る
一
定
の
経
験
年
数
（
修
学

歴
・
職
歴
に
よ
る
）
を
有
す
る
方

問
下
水
道
課
・
内
線
５
３
８
ま
た

は
日
本
下
水
道
協
会
千
葉
県
支
部
毒

０
４
３
１
２
４
５
１
‐
５
４
０
４

厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
で
、
求
職

者
が
１
日
で
も
早
く
就
業
で
き
る
よ

う
、
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
加
月
を
「
千
葉
県
雇
用
促

進
月
間
」
と
定
め
、
各
種
雇
用
施
策

を
重
占
藺
に
実
施
し
ま
す
。

月
間
中
の
主
な
事
業
＊
転
職
者
の

た
め
の
講
習
会
＊
障
害
者
雇
用
促

進
合
同
面
接
会
＊
緊
急
就
職
支
援

事
業
＊
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
等

合
同
面
接
会
ほ
か

※
各
事
業
の
日
程
、
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
県
庁
労
政
課
壷
０
４
３
１

２
２
３
１
２
７
４
３
へ

◎
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

10
、
月
４
日
か
ら
、
県
内
の
す
べ
て

の
使
用
者
と
労
働
者
（
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ

る
千
葉
県
最
低
賃
金
が
次
の
と
お
り

改
正
さ
れ
ま
す
。

非
時
間
額
：
・
６
７
７
円
（
従
来
は
６

７
６
円
）

な
お
、
今
回
の
改
正
か
ら
地
域
別

最
低
賃
金
は
時
間
額
の
み
と
な
り
、

月
給
制
・
日
給
制
の
場
合
は
時
間
額

に
換
算
し
て
比
較
し
ま
す
。

問
千
葉
労
働
局
賃
金
室
壷
０
４
３

１
２
２
１
１
２
３
２
８

が
塗
正
し
、
公
証
す
る
制
度
で
す
。

受
付
期
間
・
所
、
月
１
日
～
ｎ
日

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
、
千
葉
県
職

業
能
力
開
発
協
会
（
千
葉
市
美
浜
区

幕
張
西
４
の
１
の
辺

受
検
手
数
料
実
技
１
万
１
５
０
０

円
～
１
万
５
７
０
０
円
、
学
科
３
１

０
０
円

※
職
種
・
受
検
資
格
等
、
詳
し
く
は

同
協
会
技
能
検
定
課
垂
０
４
３
１
２

９
６
１
１
１
５
０
へ

千
葉
県
雇
用
促
進
月
間

千
葉
県
最
低
賃
金
の
改
正

月
は

国書館だより
市民図書館TEL7184-1110
(アビスタ内）

湖北台分館TEL7187-3055
布佐分館TEL7189-1311
移動図書館TEL7187-0909

｜

’ ’ 移動図書館そよかぜ号漂鯖
曜日日場所時間

水？蕊臺胃重鯛需震需一

16柴崎4号公園15:00～16:00
－

木急蕊J－

金全澪熟誌貢烹言需
18つくし野4号公園東側ｽﾛー一一一一一

水晶鮒-態驚遜圭墨
、｡伽，〃ﾗ踊鰯蓋珪遥|木|虫白山中学校裏門入口'5:20~16:0｡
，｡,|市民会館裏舞台搬入口7両F雨ﾛ金
251つくし野4号公園東側入口15:00~16:00

－

市民プラザギャラリー 入場無料

▼おはなし会

ミッフィータイム(対象：1歳～3歳児）

￥

催し名。問い合わせ 日時

9月27日(金)~10月2日(ﾎ）
10:00～18:00

(2日は17時まで）

２
．
杷

第5回山田きんしんと仲間たち展

山田TEL7184-1230

水

15:00～16:00
－■一一一一一一一一一ーー一一一一一

13:20～13:50
一一＝一一一一一一一一一一一一－

14:10～14:40
－一一一＝一一一一一一一一一一一一

15:00～16:00
－

13:20～13:50
－一一一一一一一一一一一一一－

14:15～14:45
－一一一一－一一一一一一一一一

15:00～16:00
－一一一一一一一ー一一一一一

-1皿二1迦旦
｣聖Q二1型且
｣迎Q二哩旦
15:20～16:00

一一一一一一一一－一一一一一一

14:00～14:30
-

15:00～16:00

バーバタイム(対象：4歳～9歳児）
黒田融の僻~鳥ｺﾚｸｼｮﾝ展～
ｬﾙー ドﾌｪｽﾃｨﾙ皇旛鷆

難局肺柵内)TEL7185-11.|1

《
回
『
〕
●
弓
ノ
ー１

5日(±)～7日（月）

10:00～17:00
木

1旧(金)~16日（水）
10:00～17:00

(11日は13時から）

“
刈
一
’
○
（
》
【
〕１

遊美会油彩展

首藤TEL7183-0863
金 ．｜

･’

▼ミニギャラリー
ロー■

場 所 作品・作者 展示期間 ９
・
詔

18日(金)~23日（水）
10:00～19:00(18日は
131勅'ら､23日lj15隣で）

’
水第4回ぶれ一る展

井上TEL7184-6057
煽鋤(28点)"･伽ﾅﾅ子とｼﾙー人材ｾﾝﾀーの鯛たち(柵ﾅﾅﾁ、
ﾎ#僻､撚一愉､淋軒､ホ棚い､ｲ'細野､山ﾎﾙﾘ､魏好、
雛皿順軒､硴裟子､雛和子､岩撚子､勝好鴫報、
鵜野､倣剛好､柵公､謡裁子､握つる､j臘好‘田中さ上、
帽田譲子､中燗報伽千f子､雛艤子､天胱子､#雛子

10月9日（水）
リ

11月10日旧）

10月9日(洲｜
リ

|Ⅲ日側

扣
・
型

湖北台分館

’
木

|;鯛…’’ ’
グリーンキルターズ

パッチワークキルト展

窪田TEL7189-2564

26日(土)~29日（火）

10:00～17:00

全陛|布佐分館’布佐分館 素描(8点)…飯田茂吉

－

1

1

1

テレホンガイド
声の便利帳
｢EL71'85-5000

ファクスガイド
ファクス便矛賑
TEL71,83=6000

場

市民図書館

日時

10日･24日(木)10:40~11:00

内容

手あそび､絵本の読み聞かせほか

場所

市民図書館

湖北台分館

布佐分館

日時

3日･17日(木）

1旧(金）

10日･24日(木）

16:00～16:30

内容

素話､絵本の読み聞かせほか
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一 一

健
康
迄
橋
祉

高
齢
者
ｌ
壽
固
保
健
セ
ン
タ
ー
垂
７
１
８
７
１
日
直
日
い
ず
れ
も
火
曜
日
王
認

時
か
ら
正
午
雨
天
順
延
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
捧
鐸
鯉
１
１
３
１

‐
Ｊ
場
所
身
悴
墜
暑
福
祉
セ
ン
タ
ー

壽
書
”
：
菫
一
か
輔
熱
イ
ァ
講
座
！
雲
建
雛
罐
鱸

ら
平
成
巧
年
１
月
訓
日

対
象
①
壷
歳
以
上
苗
歳
の
誕
生
日
時
、
月
喧
日
か
ら
ｎ
月
心
日
ま
着
如
人

日
当
日
か
ら
有
効
）
で
イ
ン
フ
ル
エ
で
の
毎
週
火
曜
日
午
前
９
時
犯
分
か
参
加
費
無
料

ン
ザ
予
防
接
種
を
希
望
す
る
方
ら
午
後
４
時
、
た
だ
し
第
１
．
２
．
申
し
込
み
・
固
加
月
喧
日
ま
で
に

②
釦
歳
以
上
砺
歳
未
満
で
心
臓
、
じ
６
回
は
王
剛
中
で
終
了
（
全
６
回
）
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
身
体
障
害
者
福

ん
職
も
し
く
は
呼
吸
器
の
障
害
に
よ
場
所
あ
ら
き
園
お
よ
び
福
祉
施
設
祉
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８
８
１
０
１
４

り
日
常
の
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
（
第
１
回
は
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
１
四
７
１
８
８
１
０
２
４
２
ラ
ァ

る
方
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
内
容
車
イ
ス
の
扱
い
方
、
知
的
障
ク
ス
の
場
合
は
住
所
、
氏
名
、
電
話

ル
ス
に
よ
る
重
度
の
免
疫
の
機
能
障
害
に
つ
い
て
、
福
祉
施
設
見
学
会
、
番
号
を
明
起

害
を
有
す
る
方
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
施
設
で
の
体
験
、
活
動
経
験
者
か
ら
※
湖
北
駅
北
口
か
ら
送
迎
バ
ス
あ
り

ザ
予
防
接
種
を
希
望
す
る
方
の
話
・
意
見
交
換
ほ
か

お
と
な
も
子
ジ
ァ
も
も

実
施
方
法
市
内
委
託
医
療
機
関
で
対
象
走
員
知
的
塵
署
施
設
等
歯
の
健
康
を
考
え
よ
う

直
接
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す

費
用
５
０
０
円
笙
活
保
護
世
帯
る
方
、
先
着
犯
人
◎
よ
い
歯
い
い
顔
一
ヨ
ー
ヨ
キ
ャ
ラ

は
無
料
。
「
休
日
・
夜
間
等
医
療
受
費
用
無
料
バ
ン

給
証
を
提
歪
て
く
だ
き
い
）
申
し
込
み
。
画
電
話
で
、
月
過
日
日
時
、
月
、
日
亘
壬
兇
時
加

持
参
保
険
証
な
ど
、
住
所
・
生
年
ま
で
に
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
蚕
７
１
分
か
ら
午
後
３
時
（
参
加
無
料
）

月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
８
５
１
５
２
３
３
へ
場
所
ア
ビ
イ
ホ
ー
ル

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
色
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

画
同
博
物
館
垂
０
４
７
１
３
８
４
場
所
柏
ふ
る
ざ
と
公
園

薑
１
８
１
８
‐
農
渠
花
の
坂
完
震
っ

企
画
展
「
は
に
わ
の
十
字
路
」

（
古
代
東
国
の
交
流
と
地
域
性
）

日
時
。
場
所
、
月
廻
日
（
土
）
か
ら

ｎ
月
酔
旦
且
午
前
９
時
犯
分
か
ら

午
後
５
時
、
松
戸
市
立
博
物
館
（
休

館
日
…
祝
日
を
除
く
月
曜
、
、
月
唱

日
・
お
日
、
皿
月
５
日
・
空
旦

髻
鴬
か
ら
み
る
、
裏
鴬

の
江
戸
川
下
流
域
の
地
域
性
と
交
流

入
館
料
３
０
０
円
（
学
生
割
引
あ

り
。
小
・
中
学
生
は
土
曜
日
無
州
避

健
塵
迄
橋

■
■
■
■
■
日
日
■
■
ｑ
■
Ⅱ
０
１
１
１
１
１
１
Ｌ
Ｌ
■
■
■

Ｐ
ｂ
ｒ
ｂ
ｂ
ｌ
ｂ
Ｆ
Ｂ
Ｉ
■
Ｌ
ｒ
ｐ

Ｂ
ｒ

場
所
流
山
市
総
合
運
動
公
園

内
容
物
産
展
、
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
ほ
か

画
流
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
云
７

１
５
０
１
６
０
７
６

秋
の
緑
化
ま
つ
り

グ
リ
ー
ン
フ
エ
ア
か
し
わ

日
時
、
月
廻
日
（
土
）
か
ら
砕
日

（
祝
）
午
前
、
時
か
ら
午
後
４
時

i
日
時
ｎ
月
３
旦
祝
）
午
前
９
時
か
圃
柏
市
み
ど
り
の
基
金
霊
７
１
６

ら
午
後
４
時
０
１
３
１
２
０

リ
ケ
ン
ジ
ヤ
ー
シ
ョ
ー
両
日
午
前

流
山
市
民
ま
つ
り

、
時
媚
分
・
午
後
１
時
犯
分
）
ほ
か

流
山
市

○
ｂ
凸
グ

祉
■
・
Ｐ

1

1
弓

日
時
”
月
加
日
（
日
）
午
前
９
時
か

ら
午
後
３
時

場
所
沼
南
町
役
場
周
辺

内
容
農
産
物
・
商
工
業
製
品
の
展

示
即
売
、
パ
レ
ー
ド
、
模
擬
店
ほ
か

画
沼
南
町
商
工
会
毒
７
１
９
１
１

２
８
０
３

内
容
植
木
・
花
の
販
売
、
緑
に
つ

い
て
の
相
談
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

こ
だ
ま

呼
魂
太
鼓
五
日
午
前
ｍ
時
）
、
ハ

沼
南
ま
つ
り

沼
南
町

』
‐
ｊ
‐
“

Ｌ
Ｐ
■
■
■
且
■
Ｅ
Ｕ
９
Ｂ
■

ｐ
■
８
』
■
ｒ
Ｆ
■
，
．
，
ｈ
Ｂ
ｂ
８
Ｉ
Ｊ
ｌ

内
容
ミ
ッ
フ
ィ
ー
と
歌
お
う
、
お

口
の
中
の
バ
イ
キ
ン
を
顕
微
鏡
で
見

ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

て
み
よ
う
、
８
０
２
０
パ
ネ
ル
展
示
、

歯
み
が
き
椙
藝

対
象
。
定
員
親
子
、
当
日
先
着
３

０
０
人

◎
市
民
歯
科
健
診
と
相
談

日
時
、
月
和
旦
且
午
前
、
時
知

分
か
ら
午
後
２
時
犯
分
（
参
加
無
料
）

場
所
ア
ビ
イ
ホ
ー
ル

※
希
望
者
は
、
直
穰
会
場
へ

固
保
健
セ
ン
タ
ー
垂
７
１
８
７
１

１
１
３
１

・

成
人
歯
科
健
康
診
査

こ
・
？
″
、
、
っ

市
で
は
、
歯
周
病
の
発
症
や
口
腔

内
に
種
々
の
変
化
を
き
た
し
や
す
い

如
歳
か
ら
釦
歳
の
方
を
対
象
に
、
無

料
で
成
人
歯
科
健
康
診
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

期
間
哩
月
末
日
ま
で

場
所
市
内
の
委
託
医
療
機
関

内
容
問
診
、
歯
・
歯
周
組
織
検
査

対
象
市
内
在
住
で
昭
和
幻
年
４
月

１
日
か
ら
禿
年
３
月
副
日
生
ま
れ
の

方
（
現
在
治
療
中
ま
た
は
定
期
的
に

検
診
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外
）

受
診
方
法
和
歳
と
夘
歳
の
方
に
は
、

５
月
に
受
診
券
を
送
付
済
み
。
細
歳

か
ら
⑲
歳
の
方
は
、
電
話
で
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
申
し
込
み

固
保
健
セ
ン
タ
ー
盆
７
１
８
７
１

１
１
３
１

日
時
。
場
所
、
月
率
日
（
土
）
正
午

か
ら
午
後
５
時
、
印
西
市
文
化
ホ
ー

ル内
容
補
装
具
展
示
相
談
、
講
演
会

「
再
発
と
転
移
の
予
防
に
つ
い
て
」

．
・
・
渡
遜
敏
ざ
ん
〈
千
葉
県
が
ん
セ
ン

タ
ー
消
化
器
外
科
部
長
）
、
「
外
出
・

外
泊
に
備
え
る
こ
と
」
…
渡
辺
光
子

ざ
ん
（
日
本
医
科
大
学
附
属
千
葉
北

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

オ
ス
ト
メ
イ
ト
社
会
適
応
訓
識
識
習
套

圖
同
協
会
壷
０
４
７
１
４
５
２
１

６
４
３
３
（
月
・
火
・
金
曜
日
の
み
）

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
｜

友
の
会
勉
強
会
■
ｌ

日
時
・
場
所
、
月
喝
旦
且
午
後

１
時
か
ら
３
時
、
ヴ
エ
ル
シ
オ
ー
ネ

若
潮
（
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
稲
毛
海
岸
駅
徒

歩
３
分
）

内
容
講
渡
「
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
用

語
と
機
能
に
つ
い
て
」
、
質
疑
応
答

対
象
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
装
着
者
・

装
着
予
定
者

参
加
費
１
０
０
０
円

申
し
込
み
・
画
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ち
ふ

ク
ス
で
千
布
云
魎
７
１
８
４
１
６
１

２
８
へ

千
葉
県
眼
科
医
会
Ｉ
↓
一

「
目
の
愛
護
デ
ー
」
電
話
相
毯

目
の
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
に
、

千
葉
県
眼
科
医
会
会
員
が
お
答
え
し

ま
す
。
（
費
用
鉦
郷
牡

日
時
、
月
唱
旦
且
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時

相
談
電
話
番
号
壷
０
４
３
１
２
４

２
１
４
２
７
１

す
ぐ
ろ

固
あ
さ
ひ
眼
科
医
院
・
勝
呂
壷
０

４
３
１
２
２
７
１
２
１
８
０

※
相
談
時
間
は
１
人
、
分
以
内
で
お

願
い
し
ま
す

費
用
無
料

固
同
”
会

総
病
院
専
門
看
護
唖

対
象
県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ

の
家
族
お
よ
び
医
療
関
係
者

◎心の健康に関する教室
福祉総合相談室TEL7185-1631

I

’
§

※今月のその他の健康相談・教室は
「保健センターのご案内｣をご覧ください

雨

市
内
の
学
校
法
人
立
幼
稚
園
（
下

表
参
題
で
は
、
来
年
４
月
に
入
園

を
希
望
す
る
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

入
園
案
内
書
の
配
布
入
園
案
内
書

は
、
ｍ
月
喧
日
（
火
）
か
ら
各
幼
稚
園

で
配
布
し
ま
す

入
園
。
検
定
手
続
き
皿
月
１
日
・

釜
）
以
降
に
出
願
手
続
き
を
行
い
、

各
幼
稚
園
の
案
内
に
従
っ
て
検
定
を

受
け
て
く
だ
さ
い

画
直
接
各
幼
稚
園
へ

薬
を
服
用
し
て
い
る
間
に
皮
膚
や

粘
膜
に
発
疹
が
出
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
こ
の
よ
う
な
時
、
そ
の
発

疹
が
内
服
し
た
薬
に
よ
る
の
か
、
別

の
原
因
に
よ
る
の
か
、
に
わ
か
に
は

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
も
し
内
服
し
た
薬
が
原
因

で
あ
れ
ば
、
続
け
て
服
用
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
か
ら
、
す
ぐ
服
用
を
止
め
、

医
師
の
判
断
を
求
め
る
必
要
が
あ
り

ま
し
ょ
う
。

薬
疹
の
う
ち
で
、
い
ち
ば
ん
問
題

に
な
り
ま
す
の
は
、
皮
膚
の
表
皮
が

は
が
れ
、
唇
や
口
内
の
粘
膜
に
水
ぶ

く
れ
や
タ
ダ
レ
が
で
き
、
白
目
に
充

日曜認日に縮｡雛になったら

休日診療所へ
健
康
メ
モ
⑳

▼休日診療所案内図

■■I■■■‐国道篭6号

幼
稚
園
児
を
募
集

雨
凶

j 蕊零
診療科目…内科。小児科。歯科

受付時間…午前9時から11時30分
午後1時から4時30分
※歯科は午前中のみ

持参…健康保険証と診療費

TEL7187-7020(診療時間内のみ）
薬
疹

▼市内学校法人立幼稚園 血
が
見
ら
れ
る
場
合
（
皮
廟
粘
膜
眼

症
候
群
）
と
、
皮
澗
表
皮
の
は
が
れ

が
さ
ら
に
進
ん
で
全
身
に
お
よ
び
、

ひ
ど
い
ヤ
ケ
ド
の
よ
う
な
状
態
に
な

』
え
し

る
場
合
（
中
毒
性
表
皮
壊
死
症
で

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
生
命
に
か

か
わ
る
事
態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の

で
、
早
急
な
対
応
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

薬
の
服
用
中
に
発
疹
が
出
れ
ば
、

薬
疹
を
疑
う
の
は
当
然
で
す
が
、
成

人
の
場
合
で
高
熱
が
何
日
か
続
き
、

解
熱
剤
な
ど
を
服
用
し
て
い
る
間
に

全
身
に
細
か
い
発
疹
が
あ
ら
わ
れ
、

そ
れ
が
薬
疹
で
は
な
く
て
ハ
シ
カ
で

』

所 在地

’
幼稚園名 電 話

｜
I
白山2-7-5

緑2-3-1

めばえ 7184-1313

|竈１
１|ひか'ﾉ｜

|二階堂！
'ｴーデﾙ：
|つくしの｜
|布佐台’

ひかり 7185-0415

若 首
一↑ー 7188-2026

110月の二次救急病院(休日｡夜間当番病院） 湖北台 湖北台8-10-27188-1001

湖北台5-2-1 7188-22116 あ
っ
た
と
い
う
例
が
、
近
ご
ろ
と
き

ど
き
見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
幼
児
に
対
す
る
ハ
シ
カ

の
予
防
接
種
が
き
ち
ん
と
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
、
成
人
に
つ
い
て
い
え
ば
、

ハ
シ
カ
ウ
イ
ル
ス
に
出
合
う
こ
と
が

な
く
な
っ
て
き
て
、
免
疫
度
が
維
持

さ
れ
ず
に
低
下
し
て
し
ま
い
、
ハ
シ

カ
に
か
か
る
事
態
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
高

熱
が
続
い
て
発
疹
が
出
た
場
合
、
成

人
で
も
ハ
シ
カ
の
こ
と
が
あ
る
と
い

う
認
識
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

圖
我
孫
子
市
医
師
会
壷
７
１
８
８

１
５
５
２
５

|布佐1275だ 7189-1608

久寺家479-1二 階 堂 7185-1371

7184-4804泉24-321エーデル

7184-3200つくし野6-23-10つくしの
’

｜

’’141 布佐1849 7189-0231布佐台

厩鍵この広報紙は100%再生紙。大豆インクを使用しています

名 称
心の健康
クラブ

デイケア．
クラブ

アルコール

家族教室

目，時

2旧(月)14:00-16:00

23日(水)10:00-11:30

1旧(金)13:30-15:00

場所

保健
センター

ｱビスタ

保健
センター

目

6日

13,日

14日

20i目

27日

病院名

満孫子つくし野病院

我孫子東邦病院

我孫子聖仁会病院

7ｺ州鋤ﾀ|科病院

平 和 台 病 院

電話

|剛
7182-8166

7184-7321

7189-1111


